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技術センター長挨拶

重松 尚久

　日頃から技術センターの活動にご理解とご支

援をいただき、ありがとうございます。私は、

昨年度から技術センター長を引き受けておりま

す重松尚久（環境都市工学分野）です。本校の

技術センターは、池元浩一郎技術長をはじめと

する技術センタースタッフ全員で、教育の場に

おいて優れた実習などのカリキュラムを提供

し、安全な教育環境の確保に努めております。

　今年度は、本校において 9月 4日から 5日に

かけて、中国地区技術職員研修を開催しました。

研修には、中国地区の 8高専から計 20 名が参

加しました。1日目は、本校黒木特命教授（産

学連携コーディネーター）による講演「高専に

おけるモノづくり教育再考 ～アナログを基軸と

したデジタルツイン教育への展開～」を行いま

した。 また、本校電気情報工学分野の城明教員

を講師として、「生成 AI 演習」と題した技術講

習を実施しました。2日目は、NEXCO西日本の

協力のもと、「クレアライン 4車線化事業 工事

現場視察」が行われました。呉ポートピアにて

工事概要の説明を受けた後、水尻高架橋の橋梁

下部工事現場および呉トンネル切削現場の見学

を実施しました。普段は経験できない現場見学

など、貴重な機会となりました。

　技術センターでは、6月に新任として松本真

紀氏を技術職員としてお迎えし、主に電気情報

関連実験実習などの業務をお願いしておりま

す。また、通年にわたり各学科における工作実

習、電気情報関連実験実習、環境都市系実験実

習、CAD演習などの授業科目の支援や、ロボコ

ン、インキュベーションワーク、公開講座など

の支援も精力的に実施しております。本技術セ

ンターだよりでは、これらの活動の一端を紹介

しておりますので、ご高覧いただけますと幸い

です。今後も本校の実験・実習の支援体制を継

続するとともに、対外的な技術支援にも対応し

ていく予定です。引き続き本センターの活動に

ご注目いただき、皆様のご協力をよろしくお願

い申し上げます。

着任のご挨拶
松本 真紀

　令和 7年 6月 1日付けで、技術センター電気

系の技術職員として着任いたしました、松本 真

紀と申します。平成 26 年に本校電気情報工学

科を卒業し、5月までは民間企業に勤務してお

りました。学生として学んだ母校に、今度は支

える立場として戻ってくることができ、大変う

れしく感じております。また、在学中にお世話

になった先生方と再びご一緒できることを、と

ても感慨深く思っております。 

　民間企業では、現場での業務を通して多くの

ことを学んでまいりました。これまでの経験を

活かしながら、実験・実習の支援や教育環境づ

くりを通して、学生の学びを支えていければと

考えております。 

　卒業生という立場だからこそ、学生の皆さん

に少しでも身近な存在として寄り添い、学習面

だけでなく学校生活についても気軽に相談して

もらえるような職員を目指したいと思っており

ます。まだまだ至らない点も多いかと思います

が、一日も早くお役に立てるよう努めてまいり

ます。 
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令和 7年度中国・四国地区国立大学法人

等技術職員組織マネジメント研究会

生田 悠介

　令和7年８月21日、22日に開催された「中国・

四国地区国立大学法人等技術職員組織マネジメ

ント研究会」に参加した。初日は「リーダーと

してのアサーティブコミュニケーション」と題

されたセミナーを受講した。“上司”　“リーダー”

　“部下” など、さまざまな立場からコミュニケ

ーションについて考え、グループで議論すると

いう内容であった。一番印象に残っているのは、

講師の方の「言わない責任」という言葉だ。議

論せず、後から批判をする。責任転換する。よ

く有ることだが、「言わない責任」自分含め持

つべき感覚だと思う。また同時に「言えない」

との違いについても深く考えさせられた。

　二日目はAI についての講義を受講した。最近

の研修にはかなり登場する。実際に ChatGPT を

使って画像生成や資料の要約などを体験した。

僕自身は教育の場でAIを用いることに関してあ

まり肯定的ではない。理由はシンプルに “考え

る力” が成長しないからだ。まだその分野につ

いて知識がないためかもしれない。最近は年齢

に合わせて、与えすぎない AI も進化しているよ

うで、さらに勉強していくべき分野だと感じて

いる。

　2日間で学んだことを今後に活かしていく。

令和 7年度　中国地区高等専門学校

技術職員研修
山田 千鶴

　令和7年9月4日から5日にかけての２日間、
本校を会場として令和７年度中国地区高等専門
学校技術職員研修が開催された。今年度は中国

地区８高専から２０名が参加し、初日は講演と
技術講習、２日目は技術に関する見学を行った。
　初日は、本校の特命教授である黒木先生によ
るデジタルツイン教育に関する講演と、城明先
生による生成ＡＩを利用した技術講習が行われ
た。講演については聞きなれない言葉が随所に
ありはしたものの、非常に理解しやすい説明を
いただけたことで興味深く拝聴でき、少しでは
あるが自分にとっては全く疎い分野に関する知
識を得ることができた。また技術講習の生成Ａ
Ｉ演習も、普段個人的には利用したことのない
機能であったため、このような機能を持ったシ
ステムや利用方法があったのかと、始終まごつ
いてばかりではあったが新鮮な感覚が得られた
演習を受講することができた。
２日目は、インフラストラクチャー整備の一端
として進められているクレアライン４車線化事
業の工事現場を見学させていただいた。見学箇
所が水尻地区と吉浦地区の 2 か所であったた
め、それぞれの場所へバス移動して行った。私
たちの経済的また生活的基盤の支えとなる道路
工事事業についての概要や現在の進捗状況、ま
た使用している設備や工法技術に関するさまざ
まなご説明をいただき、人や環境問題などあら
ゆることに配慮した中で事業を進めていること
を伺い知ることができた。この見学を通してこ
れまで知り得なかった分野での知識が得られた
こと、また、残暑厳しいなか汗だくになり技術
や技能を駆使して作業に従事されている方々に
改めて感謝の念を抱いたりと、短い時間ではあ
ったものの大変有意義な時間を過ごすことがで
きた。
　我々は日頃、職務としてそれぞれ違う分野に
携わっているが、他分野に関する知識や技術を
得ることにより、物事を違った角度から見るこ
とができたり新たな発想や見解に繋げられる可
能性があるのではないか？との考えに今回の研
修を通して至った次第である。
この度の貴重な経験を今後の技術指導やさまざ
まな活動の場面で少しでも活かすことができれ
ばと思っている。
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1 年の振り返り

田村 忠士（実習工場系）

　実習工場が 4名体制となって１年が経過した。授

業支援についても２０年以上ぶりに各学年の旋盤を

担当することとなったが、当時とは学生の気質も大

幅に変化していると実感した。いろいろな工作やも

のづくりの経験が乏しい学生が多いので安全に留意

しながらものづくりの楽しさを伝えてゆきたい。

山田 千鶴（実習工場系）

　工作実習で製作する作品の一つである板金作業に

よる小物入れの製作。昨年度までは作業時間的にタ

イトな側面があったためか、苦心して製作に取り組

む学生が多く見受けられていた。

　そこで、製品の仕上げ寸法や形状を大幅に見直し

たうえで、これまでと同じ加工要素を含みつつも作

業量を減らした内容での実習を新しく行ってみた。

作業の進みが遅い学生も一部いたが、中にはかなり

の時間的余裕をもって完成させる学生も少なからず

おり、前年度までの実習と比較して明らかに作業負

荷を軽減させることができたと実感した。

　新しく見直した内容での工作実習はまだ1年目と

いうこともあり、今後もさらなる改善を行うととも

に、作業効率の向上と安全な加工作業の指導に努め

ていこうと思う。

生田 悠介（実習工場系）

　実習工場が４人体制になり、授業をはじめ様々な

変化の年となった。今年で 35歳になり体質も変化

したのか、体調を崩すことが比較的多く感じた。新

しい体制にも徐々に慣れてきたので更なる改善に取

り組んでいきながら体調管理もしっかりしていこう

と改めて感じた。

吉田 玄徳（実習工場系）

　今年は西日本地区の研修発表に参加させていただ

き、多くの学びと刺激を得た一年だった。会話の一

つひとつが自分の視野を広げてくれ、特に「無理を

せず、できることに力を注ぐ」という姿勢が深く心

に残った。若手から中堅へ移る世代の中で、なお無

理を重ねがちだった自分には新鮮で、その姿勢が研

究の成果として結実している様子は、自分を信じて

進む強さとして映り、たくましさを感じた。

　後期の総合実習では早速その考え方を取り入れて

みたが、これが思いのほか難しい . つい学生に多く

の経験・知識を詰め込んでしまいたくなる。しかし

走り切らせることでこそ、学生の技量を正しく見極

める力にもつながるのだと気づき、こうした授業の

あり方も必要なのだと実感した。無理はしていない

が決して怠けているわけではない、その微妙なバラ

ンスを体感できたことは、自分にとって大きな収穫

だった。良い経験に巡り合えた一年だった。

池元 浩一郎（電気情報系）

　9月初旬に本校において中国地区技術職員研修と

技術支援組織長会議および技術長会議が実施され

た。これらの実施に向けて昨年度から研修計画を策

定し、人事係や技術センターの各職員と連携し準備

を行った。研修日当日には台風の接近もあり実施が

危ぶまれたが無事開催に至ることできた。また、研

修と同時期に開催された組織長会議や技術長会議に

おいてはセンター長やセンター長補の協力のおかげ

もありこちらも無事会議を開催することができた。

技術研修におけるサポート体制の準備不足や見学で

の熱射病対策不足など反省すべき点は多々あった

が、研修内容についてはおおむね好評との意見を伺

い安堵している。

　分野での業務においては年度当初の数か月電気情

報系職員が欠員となることが確定していた。このた

め、授業支援を担当技術職員 1名でどのように実施

するのかよいのかを担当教員と打ち合わせし授業支

援体制を整えることに注力をした。担当教員には負

担をかけることになったが例年に近い授業支援がで

きたものと思う。



7

松本 真紀（電気情報系）

　昨年は実験への対応を中心に、精一杯取り組んだ。

実際の学生実験に入る前に、上司の指導を受けなが

ら内容の確認や学び直しを行った。基礎から丁寧に

理解を深めるところからのスタートとなった。学生

時代に履修した実験もある一方で、新たなテーマも

多く、日々試行錯誤であった。すべての実験テーマ

に対応することは難しい一年ではあったが、その中

でも 3つのテーマについては、 実際の指導や補助を

担当することができた。学生と直接関わる中で、説

明の仕方や伝え方の重要性をあらためて実感した。

今年度は対応可能な実験・実習のテーマを増やすこ

とを目標に、引き続き取り組んでいく。

加藤 省二（環境都市系）

　国交省主催の建設系 DX体験に学生に混じり参加

する機会があった。

測量関係として点群データ活用や LiDAR による 3

次元画像の取得など、本校では実習はおろか座学で

も十分に取り扱っていない先端技術の一端に触れる

事ができた。

　その中には「誰しも容易に習得できる」らしいも

のもあり、測量の深い知識が無くとも成果が出せる

ようである。測量機材を正確に据え付け、手指や視

準など感覚の力量に頼って観測してきた世代からす

ると少々複雑な気分にもなる。時代はどんどん少人

数で容易に速く、の様相である。

　実務と高専実習の乖離を感じつつも、必要な技術

を取捨選択する意識は常に持ち続けたいと思う。

深田 朋洋（環境都市系）

　この一年を振り返ってみて、科研費応募のための

学習を行ってきた．ネタ探しと科研費採択のために

勉強会に参加したり、現状まだ採択されていないた

め引き続き学習と採択のための情報収集に努めてい

きたいと思う。昨年度は体調を崩した時期もあり、

来年度は体調管理に十分に注意していきたいと思

う。

牛坂 淳二（建築系）

　今年度は、例年に比べて出張の機会が多い年とな

った。

出張先にもよるが、用務時間外には、できるだけ著

名な建築家が設計した建築物を見学するよう心がけ

ている。

　千葉県への出張の際には、3年生の CAD 基礎の

演習課題にもなっている「東京カテドラル大聖堂」

の実物を見学した。また、米子市へ出張した際には

「東光園」を訪れた。さらに、松山市への出張の際

には「坂の上の雲ミュージアム」や「伊丹十三記念

館」を見学し、兵庫県を訪れた際には「六甲の集合

住宅」に足を運んだ。

　これらの建築物は写真で見る以上に迫力があり、

その場でしか感じることのできない空気感があり、

大変貴重な体験となった。

森田 明香（情報処理系）

　今年度は昨年度から引き続き、2025 年 10 月に

サポートが終了したMicrosoft 社 OS 及びソフトウ

ェアの対応業務に多くの時間を費やした。

　再通知をし、昨年度と同様に依頼があればOS や

ソフトウェアのUGや入れ替え、返納の対応をした。

来年度は、延命措置としてインストールした OS 

Windows 10 Enterprise LTSC 2021 のサポートが

2027 年 1月に終了する。対応が必要だ。

福田 竜也（情報処理系）

　この 1年間について、本当は学内のサーバやネッ

トワークの整理を行いたかったのだが、別の業務に

時間を取られ、全く進まなかった。令和 8年度から

はWeb サーバのコンテンツ更新業務が無くなるの

で、作業時間がとりやすくなるとは思う。サーバや

ネットワークに問題点が多すぎてかなり頭を抱えて

いるところではあるが、少しずつでも問題を潰して

いければと思う。
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令和 7年度　前期実験実習等支援状況

令和 7年度　後期実験実習等支援状況
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技術センターの活動状況（令和 7年 4 月 1 日～令和 8年 3 月 31 日）

4月30日 ( 水 )　技術センター4月定例会

6月4日 ( 水 )　技術センター6月定例会

6月10日 ( 水 ) ～ 7月11日（木）　情報セキュリティ入門 (オンライン )　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　森田

6月10日 ( 水 ) ～ 7月11日（木）　情報システム入門 (オンライン )  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  森田

7月19日 ( 水 )　技術センター７月定例会

7月24日 ( 火 )　第 2回情報システム新任者【A-1】(オンライン )                                                                                森田

8月21日 ( 木 ) ～ 22日 ( 金 )　令和 7年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員組織マネジメント研究会

愛媛大学 城北キャンパス                                                                                                                                      牛坂，生田

8月27( 水 ) ～ 29日 ( 金 )　西日本地域高等専門学校技術職員特別研修会（機械系）豊橋技術科学大学                    吉田

9月4日 ( 木 ) ～ 5日 ( 金 )　令和 7年度中国地区高等専門学校技術職員研修　呉高専

                                                                                                             山田，深田，牛坂，森田，生田，福田，吉田，松本

9月4日 ( 木 )　令和 7年度中国地区技術職員組織長会議・合同会議・技術長会議　呉高専およびオンライン

                                                                                                                                                        重松，池元，加藤，田村

9月8日 (月 ) ～ 9日 ( 火 ),10月 11日 ( 土 )　アーク溶接等業務に係る特別教育　広島市　                                        吉田

9月11日 ( 木 ) ～ 12日 ( 金 )　第４回機械工作研究会　名古屋工業大学　                                                                 吉田

9月16日 ( 火 ) ～ 17日 ( 水 )　プレデザコン（構造デザイン部門）　米子高専　                                                          牛坂

9月18日 ( 木 )　令和 7年度第 2回全国技術長等ミーティング (オンライン )                                                                 池元

10月1日 ( 水 )　技術センター10月定例会

11月19日 ( 水 )　技術センター11月定例会

12月1日 (月 ) ～ 2日 ( 火 )	令和７年度ＩＴ人材育成研修　東京　                                                                             福田

12月17日 ( 水 )　技術センター12月定例会

12月19日 ( 金 )　令和 7年度第 3回全国技術長等ミーティング (オンライン )                                                              池元

1月28日 ( 水 )　技術センター1月定例会

2月26日 ( 木 ) ～ 27日 ( 金 )　令和 7年度中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議　

愛媛大学城北キャンパス　                                                                                                                                           　池元

3月2日 (月 )　技術センター3月定例会

3月6日 ( 金 )　第 7回全国高専技術長等会議 (オンライン )　                                                                                      池元

3月11日 ( 水 )　令和 7年度第 1回技術センター委員会



令和 7年度工作物および業務依頼等の件数
加工依頼件数 業務依頼件数

26 94

（令和 7年 4月～令和 8年 3月末日現在）

令和 7年度地域貢献および各種支援等

（１）	 実習工場技能講習会

　　　　　開催日	 ８月１９日（月）～２２日（木）

　　　　　実施内容　旋盤、フライス盤、その他の工作機械【シヤー、バンドソー、ボール盤】

　　　　　場所	 実習工場

　　　　　参加者	５名（機械工学科）

　　　　　担当者	田村、山田、生田、吉田

（２）	 FIRST STEP COLLEGE -リカレント教育講座　呉市

               「生成 AI 活用講座：日常をちょっとスマートに」

　　　　　開催日	 １１月２９日（土）

　　　　　場所　呉工業高等専門学校

　　　　　講師：呉高専　電気情報工学分野　城明教員，助手：技術センター　松本

（３）	 各種委員会委員等

　　　　　(ア )	 安全衛生委員会	 	 　	 吉田

　　　　　(イ )	 総合情報センター委員会	 	 福田，森田，池元

　　　　　(ウ )	 情報セキュリティ推進委員会	　	 福田，森田，池元

　　　　　( エ )	 広報室	 	 	 	 福田

　　　　　(オ )	 デジタルエンジニアリング研究室	 吉田，池元，深田，牛坂

（４）	 その他

　　　　　(ア )	 長岡技術科学大学　コアファシリティ機器共用契約　ＶＰＮワーキングメンバー　福田


